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(54)【発明の名称】 内視鏡システム

(57)【要約】
【課題】  内視鏡用医療機器の誤った組み合わせによる
使用の際に起こりうる不具合を確実に防止する。
【解決手段】  高周波焼灼装置３は、内視鏡のＲＦ－Ｉ
Ｄタグと交信を行うＲＦ－ＩＤアンテナ１１、ＲＦ－Ｉ
Ｄアンテナ１２で得られた情報を解析する解析部１３、
表示パネル１４、高周波電流を出力する出力部１５、出
力操作パネル１６、電源部１７、及び上記の各部分を制
御する制御部１８とからなる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  患部を処置するための処置具を挿通可能
な挿通チャンネルを有し、前記患部を観察可能な内視鏡
と、
前記内視鏡に設けられ、前記挿通チャンネルを使用可能
な処置具の種別を記憶する記憶手段と、
前記記憶手段に記憶された種別情報を読み取る読み取り
手段を有するとともに、読み取られた前記種別情報に基
づいて処置するための処置エネルギーを発生する処置エ
ネルギー発生手段を有する処置エネルギー発生装置とを
具備したことを特徴とする内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡システム、更
に詳しくは内視鏡と医療機器との接続制御部分に特徴の
ある内視鏡システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】医療処置を行なう医療システム、例えば
一般的な内視鏡システムでは、観察を行なうための内視
鏡、内視鏡に接続されるカメラヘッド、カメラヘッドで
撮影した画像信号を処理する内視鏡カメラ装置、被写体
へ照明光を供給する光源装置、被写体画像を表示するモ
ニタ、腹腔内を膨張させるために用いる気腹器、手技を
行なう為の処理装置であり生体組織を切除あるいは凝固
する高周波焼灼装置などを備えており、被検部へ内視鏡
を挿入し、光源装置から照明光を被写体へ照射して内視
鏡で被写体の光学像を得てカメラヘッドで撮影した被写
体像の画像信号を内視鏡カメラ装置で信号処理してモニ
タに映し出した被処置部位を観察しながら各種処置が行
なわれるようになっている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、内視鏡
の機種毎に組み合わせ使用可能な機器は限定されてお
り、誤った組み合わせによる使用は内視鏡手技において
種々の不具合が生じるが、術者が上記組み合わせを判別
するには、内視鏡本体に表示されている指標や取扱説明
書などを確認するしかないため、術者の認識不足や不注
意によって誤った機器の組み合わせが起こりうるといっ
た問題がある。
【０００４】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、内視鏡用医療機器の誤った組み合わせによる使
用の際に起こりうる不具合を確実に防止することのでき
る内視鏡システムを提供することを目的としている。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明の内視鏡システム
は、患部を処置するための処置具を挿通可能な挿通チャ
ンネルを有し前記患部を観察可能な内視鏡と、前記内視
鏡に設けられ前記挿通チャンネルを使用可能な処置具の
種別を記憶する記憶手段と、前記記憶手段に記憶された
種別情報を読み取る読み取り手段を有するとともに読み
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取られた前記種別情報に基づいて処置するための処置エ
ネルギーを発生する処置エネルギー発生手段を有する処
置エネルギー発生装置とを具備して構成される。
【０００６】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【０００７】図１ないし図３は本発明の第１の実施の形
態に係わり、図１は内視鏡システムの構成を示す構成
図、図２は図１の高周波焼灼装置の構成を示すブロック
図、図３は図１の内視鏡システムの作用を説明するフロ
ーチャートである。
【０００８】（構成）本実施の形態の内視鏡システム
は、図１に示すように、患者７の体腔内部を映す内視鏡
１と、内視鏡１に照明光を供給する光源装置２と、内視
鏡１の挿通チャンネル（図示せず）を介して患者７の体
腔内患部に処置を行う高周波焼灼装置３及び高周波処置
具４と、内視鏡１の操作部５に埋め込まれたラベル型Ｒ
Ｆ－ＩＤ（Ｒａｄｉｏ  Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－ＩＤｅｎ
ｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）タグ６からなる。
【０００９】高周波焼灼装置３は、図２に示すように、
内視鏡１のＲＦ－ＩＤタグ６と交信を行うＲＦ－ＩＤア
ンテナ１１、ＲＦ－ＩＤアンテナ１１で得られた情報を
解析する解析部１３、表示パネル１４、高周波電流を出
力する出力部１５、出力操作パネル１６、電源部１７、
及び上記の各部分を制御する制御部１８とからなる。
【００１０】（作用）図３に示すように、ステップＳ１
で各機器のセッテイングを行い（図１参照）、ステップ
Ｓ２で高周波焼灼装置３の電源をＯＮすると、ＲＦ－Ｉ
Ｄアンテナ１１からタグ情報読み取り用の信号が出力さ
れ、上記信号はＲＦ－ＩＤタグ６に反射されて情報とし
てＲＦ－ＩＤアンテナ１１に再度受信される。ＲＦ－Ｉ
Ｄアンテナ１１にて受信された情報は、解析部１３にて
解析が行われる。即ち、ステップＳ３で解析部１３にて
ＲＦ－ＩＤタグ６に記憶されている情報が高周波処置対
応であるか否かが解析される。
【００１１】解析部１３にて解析された情報は、制御部
１８に送られる。高周波処置対応である場合は、ステッ
プＳ４で制御部１８は出力部１５を出力可の状態とす
る。そして、手技の中で出力操作パネル１６を操作する
ことにより、出力部１５より高周波電流が出力される。
【００１２】なお、ＲＦ－ＩＤタグ６は外乱ノイズに非
常に弱いため、高周波電流出力時には読み取りを中断す
る。
【００１３】一方、制御部１８に高周波処置非対応の情
報が送られた場合は、ステップＳ５で制御部１８は出力
部９を出力不可の状態のままとするとともに、表示パネ
ル１４に「高周波処置非対応」の表示がされる。
【００１４】なお、使用される内視鏡１が高周波処置非
対応のものでも、その近傍に高周波処置対応の内視鏡が
ある場合、高周波処置対応の内視鏡のＲＦ－ＩＤタグ６
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からＲＦ－ＩＤアンテナ１１により高周波処置対応であ
るとの情報を受け取ってしまうことになるが、２つ以上
のＲＦ－ＩＤタグ６が検出された場合は、制御部１８は
出力部１５を制御し出力できないようにしておくことに
より、誤った検出による誤作動を防止できる。
【００１５】（効果）本実施の形態によれば、内視鏡１
が高周波処置対応である場合のみ高周波電流が出力され
るため、術者が誤って高周波処置非対応の内視鏡を組み
合わせて高周波処置を行おうとしても高周波電流は発振
されず、機器の故障等の不具合が防止できる。また、非
接触でデータの書き込み・読み込みができるため、内視
鏡本体に情報通信用の機械的接続部を設ける必要がなく
構造を簡略化できる。
【００１６】図４ないし図７は本発明の第２の実施の形
態に係わり、図４は医療システムの構成を示す構成図、
図５は図４の読取装置の構成を示すブロック図、図６は
図４の医療システムの作用を説明するフローチャート、
図７は図６の処理により表示パネルに表示される表示例
を示す図である。
【００１７】（構成）本実施の形態の医療システムは、
図４に示すように、第１の医療機器３１、第２の医療機
器３２及び第３の医療機器３３と、第１の医療機器３１
に設けられた例えば３つの接続部３４ａ，３４ｂ，３４
ｃと、第２の医療機器３２に設けられた接続部３５ａ
と、第３の医療機器３３に設けられた例えば４つの接続
部３６ａ，３６ｂ，３６ｃ，３６ｄ、第１の医療機器３
１と第３の医療機器３３を接続するケーブル４１，４
２，４３と、第２の医療機器３２と第３の医療機器３３
を接続するケーブル４４と、ケーブル４１，４２，４
３，４４に設けられたラベル型ＲＦ－ＩＤタグ４５，４
６，４７，４８と、ＲＦ・ＩＤタグ４５，４６，４７，
４８に記憶された情報を読み取る為の読取装置４９とか
らなる。
【００１８】読取装置４９は、図５に示すように、ＲＦ
・ＩＤタグ４５，４６，４７，４８と交信を行うＲＦ－
ＩＤアンテナ部５１、ＲＦ・ＩＤアンテナ部５１で得ら
れた情報を解析する解析部５２、表示パネル５３、及び
上記の各部分を制御する制御部５４とからなる。
【００１９】（作用）本実施の形態では、図６に示すよ
うに、ステップＳ１１で読取装置４９の電源をＯＮする
と、ＲＦ－ＩＤアンテナ部５１からＲＦ－ＩＤタグ４
５，４６，４７，４８のタグ情報読み取り用の信号が出
力され、上記信号はＲＦ－ＩＤタグ４５，４６，４７，
４８に反射されて情報としてＲＦ－ＩＤアンテナ部５１
に再度受信される。ＲＦ－ＩＤアンテナ部５１にて受信
された情報は、解析部５２にて解析が行われる。即ち、
ステップＳ１２で各ＲＦ－ＩＤタグ４５，４６，４７，
４８に記憶されている各ケーブル４１，４２，４３，４
４をそれぞれどの接続部に接続するかが解析される。解
析された情報は、制御部５４に送られ、表示パネル５３*
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*に各ケーブル４１，４２，４３，４４の接続場所が表示
される。図７に表示パネル５３の画面を示す。術者はこ
の表示に従つて、各ケーブルを接続する。
【００２０】（効果）一般に医療機器は単独で使用され
るのではなく、複数のその他医療機器と組み合わせて使
用されることが多い。
【００２１】各医療機器はそれぞれケーブルを介して接
続されることが多いが、接続が複雑な場合にはユーザが
各機器を的確に接続するのは非常に困難な作業であっ
た。
【００２２】上記構成によれば、医療機器の各接続部に
どのケーブルを繋ぐかを簡単に認識できる為、ユーザは
混乱せずに的確な接続をすることができる。
【００２３】また、情報記憶手段と情報読み取り手段に
ＲＦ－ＩＤを用いることにより、複数のケーブルに格納
された情報を一度に読み取ることができるとともに、使
用するケーブルに、その用途に合った接続情報を非接触
で書き込むことができる。
【００２４】［付記］
（付記項１）  内視鏡と、前記内視鏡と組み合わせて使
用される医療機器からなる内視鏡システムにおいて、内
視鏡に医療機器との組み合わせ可否情報を記憶させる情
報記憶手段と、前記医療機器本体に設けられた前記情報
を読み取る情報読み取り手段とを備えたことを特徴とす
る内視鏡システム。
【００２５】（付記項２）  前記情報記憶手段と前記情
報読み取り手段は非接触で情報を送受信することを特徴
とする付記項１に記載の内視鏡システム。
【００２６】（付記項３）  前記内視鏡と組み合わせて
使用される前記医療機器は高周波焼灼装置であることを
特徴とする付記項１に記載の内視鏡システム。
【００２７】（付記項４）  前記内視鏡と組み合わせて
使用される前記医療機器はレーザー焼灼装置であること
を特徴とする付記項１に記載の内視鏡システム。
【００２８】（付記項５）  前記内視鏡と組み合わせて
使用される機器に、前記内視鏡と前記医療機器の組み合
わせ使用可否情報を表示する表示手段を設けたことを特
徴とする付記項１に記載の内視鏡システム。
【００２９】（付記項６）  複数の医療機器と、複数の
医療機器接続ケーブルと、複数の医療機器接続ケーブル
に設けた接続場所の情報が記憶された素子と、前記素子
の情報を読み取る読取手段と、前記読取装置で読み取っ
た情報を表示する表示手段とを備えたことを特徴とする
内視鏡システム。
【００３０】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、内
視鏡用医療機器の誤った組み合わせによる使用の際に起
こりうる不具合を確実に防止することができるという効
果がある。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡システ
ムの構成を示す構成図
【図２】図１の高周波焼灼装置の構成を示すブロック図
【図３】図１の内視鏡システムの作用を説明するフロー
チャート
【図４】本発明の第２の実施の形態に係る医療システム
の構成を示す構成図
【図５】図４の読取装置の構成を示すブロック図
【図６】図４の医療システムの作用を説明するフローチ
ャート
【図７】図６の処理により表示パネルに表示される表示
例を示す図
【符号の説明】 *
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*１…内視鏡
２…光源装置
３…高周波焼灼装置
４…高周波処置具
５…操作部
６…ＲＦ－ＩＤタグ
１１…ＲＦ－ＩＤアンテナ
１３…解析部
１４…表示パネル
１５…出力部
１６…出力操作パネル
１７…電源部
１８…制御部

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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摘要(译)

要解决的问题：为了可靠地防止由于内窥镜医疗设备组合不正确而在使用过程中发生故障。 解决方案：高频消融设备3包括与内窥
镜的RF-ID标签通信的RF-ID天线11，分析由RF-ID天线12获得的信息的分析单元13，显示面板14和高频波。 它包括用于输出电流
的输出单元15，输出操作面板16，电源单元17和用于控制上述各部分的控制单元18。
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